















おこなうことを目的とする。   
存在関係を表わすthere構文には，通常be動詞のような状態動詞が用いら  
れる。  




b．＊Thereist，hewolfatthedoor．   
例（2）において，（2a）のように，動詞に後続する位置に，不定名詞句は生起可能  
であるが，（2b）のような定名詞句は許されない。したがって，there構文には  






（3）a．Johnhasasister．   
小深田 祐 子  146  
b．＊Johnhas the sisters．  




（1999），Kobukata（2004），Tham（2005））0   
このように，也ere構文に加え，静的な所有関係を表わすhaveを含む構文  









（5）a．There emerged（some／few／many）problems during the  
discussion．  






性効果が生じることが分かる。   
本稿では，所有関係を表わす動詞haveと意味的に関係がある動詞，とりわ  
け，動的な意味を表わす動詞を含む構文に焦点を当てて議論をすすめる。   





















／恋人上 がいて，その人とメアリーとの間に，その関係が成立していた期間が  
二日だった」という意味になる。つまり二日が経過すればメアリーとその人の  
間には，その関係がなくなるということになる。   
しかし，（7）のようにhave，獲得動詞以外の他動詞が用いられると，時間表  
現で修飾されるものが異なる。  
（7） Mary（kissed／buried／annoyed／paintedla boyfriend，butfbr  
justtwodays．  
（Burton（1995：84））   










2．乞 獲得動詞を含む構文と定性効果  
2．2．1．目的語に関係名詞を取る場合   
本節では，獲得動詞の目的語に関係名詞（relationalnoun）が現れる場合の解  
釈を考える。そして，その解釈と定性効果という現象との関係を詳しく考える。  
2．2．1．1．不定の目的語   
まず，獲得動詞が目的語に不定名詞句をとる場合を考えよう。  
（8） Mary（got／selected／chose／picked／pickedout）（asecretary／a  







ある。   
しかしながら，不定名詞句を目的語にとる場合は，次のような場合もある。  
art．ner，andsheisstillsingle．  otahusbandas adance   （9）  Ma  
（Kobukata（2004））   




























という結果読みとしては解釈できず，語用論的に不自然であると指摘される   
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（Moltmam（1995））。つまり，「メアリーとは別に（独立して）既に誰かの恋人と  
して存在する人が，さらにメアリーの恋人になる」ということは語用静的に考  
えにくいと判断され，容認されないわけである。   
重要なのは，（11）は，結果読みでは容認されないが，独立読みであれば問題  
なく容認されるという点である。  










2．2．2．目的語に非関係名詞を取る場合   
この節以降では，獲得動詞が目的語に非関係名詞（non－relationalnoun）をと  
る場合を考える。  








在し，その人と文脈で指定された関係を築いた」という解釈である。この場合，   











2．2．2．2．定の目的語   
では，獲得動詞の目的語に，定名詞句として非関係名詞をとる場合はどうで  
あろうか。  
（14）a．Mary（got／chose／picked／fbundl（theidiot／the Bulgarian／  
thetranSVeStite／thebachelor）．  
b．Marygot（thebook／themirror／theskirt）・   










場合は，定性効果が見られないことになる。   
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（15） ジョンの家に赤ちゃんが 腐生した／生まれた‡。  
この場合，「に」格名詞句は，場所を表わす付加詞であり，主語として機能す  
るのは「が」格名詞句である。   
一方，こうした自動詞用法に加え，次のような他動詞用法もある。  











この場合，「自分」の先行詞となることができるのは，「に」格名詞句のみであ   
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る。   






ることができても，「が」格名詞句の位置には現れることができない。   
さらに，以下のようなPROの分布においても，「に」格名詞句と「が」格  
名詞句とでは適いが生じる。  
（19） ジョンは，メアリーiに［pROiはやく子供が生まれて］ほしいと  
思った。  
（岸本（2005：246））  




り，「が」格名詞句ではないことが分かる。   
さらに，尊敬語化の対象となる名詞句についても確認しておく。一一般に，尊  
敬語化の対象となるのは，主語として機能する要素である。  
（21） 木村先生に赤ちゃんがお生まれになった。  
（岸本（2005：246））  
この場合，尊敬語化の対象となっているのは，「が」格名詞句ではなく，「に」  
格名詞句の「木村先生」である。   
以上のことから，所有関係の発生を表わす動詞「生まれる」「誕生する」が，  
他動詞用法として用いられる場合，その主語として機能するのは，「に」格名  
詞句であり，「が」格名詞句は，目的語として機能することが分かる。   
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（22）a．付加詞一に 主語－が1生まれる／誕生するー（自動詞用法）  
b．主語一に 目的語－が 一生まれる／誕生するl（他動詞用法）  




















様の 卜に－が］の格パターンを取るが，他動詞用法として用いられる場合も  
ある。  
（25）  ジョンに恋人ができた。  
この場合は，「に」格名詞句に所有者をとり，「に」格，「が」格の名詞句の指   
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示対象との間に，所有関係が発生したことを意味する。そして，この動詞を含  
む構文においても，その目的語名詞句に定性効果が観察される。  





















c．Johnhas a sister．  
d．＊John has the sisters．  
（Ⅹobukata（2004））  
（29）a．ジョンには，けアリーが／あのおじさんがト いる。   




























を含む構文においても，日英ともに定性効果が現れるという点で，並行的な振   
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£ B：Ia七tendedittoo．   
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（Ⅵ垢chsler（2006））   
have以外の動詞，enjoy，attendなどは，その目的語を，前文に出てきたayoga  






（隅chsler（2006））   
（36）の対話文において，（36b）における代名詞は，（36a）のpboneticsという特  
定の授業を指しているのではない。この点で，itは不定表現の一種であり，  











すと容認されないが，（38a）の目的語名詞句alo喝b汰e ddeのように，特定  
のサイクリング行事を指示せず，type解釈が可能となれば容認される。   
以上のように，定名詞句の目的語名詞句がtype解釈になると容認されると  
いう事実は，軽動詞haveの構文にだけ当てはまることではない。同じような  
ことは，静的な所有関係を表わすbaveの構文においても当てはまる（c£   
動的な意味を表わす動詞と所有関係   
Hawkins（1978），Lumsden（1988），Prince（1992），Tham（2005））。  
（39）a．Thisisagoodbook，haveyoureaditbefbre？  


























（40）a．A：MaryhadayogaclassyesterdayatCasadeLuz．   






B：Sheihaditrightbefbrelunch．   


















るのか，今後の課題として残したい。   
もう一つは，Tham（2005）のいうcontrol九αUeに相当する軽動詞baveにつ  
いてである。Wechslerは，次の対話例を捷示し，COntrOlhaueに相当する軽  
動詞構文の一例を挙げている。   




























2 この点については，議論する余地はあるが，「生まれる」「誕生する」「できる」   
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という動詞は，have，獲得動詞，「ある／いる」などとは異なり，かなF）限定的   
な所有関係を表わす動詞であり，生産性が低いためではないかと考えられる。  
3 もちろんyogaclassという名詞が内在的に関係名詞としての性質を持つわけで   
はない。あくまで，軽動詞haveの目的語として用いられた場合に，Sisterと同   
じような振る舞いをするという点に注意したい。また，ここでのWechslerの考   
え方は，次のような場合と似た考え方であると思われる。静的な所有関係を表   
わすhaveの目的語として，非関係名詞（non－relationalnoun）が用いられる場合，   
定性効果が現れる場合がある。この場合，非関係名詞は，あたかも関係名詞の   
ような撮る舞いをする。（c£Baker（1995），Kobukata（2004），Tham（2005））  
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